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懐

藻
を
め
ぐ
っ
て

五
六

に
配
列

ふ
ひ
と

き
な
い
。
ま
た
藤
原
史
の
(
一
三
二
「
遊
ニ
吉
野
こ
の
詩
(
韻
は
十
一
一
真
韻
)
、

新
、
昔
者
間
扮
后
、
今
之
見
吉
賓
、
趣
仙
駕

な

つ

み

ふ

一
(
夏
身
夏
色
古
り
、に
駕

夏
身
夏
色
古
、

下
に
昇
進
し
、
懐
風

の
「
正
五
位
下

」
と
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
彼
の
(
七
九
)
の
詩
が
乙
の
時
限
に
於
て
作
ら
れ
た
わ
け
は
な
く
、
村
・

ω
・
臼
の
年
代
の
何
れ
も
半
々
の
可
能
性
が
あ
る
Q

特
に
ほ

去
、
星
客
乗
レ
査
透
、
諸
性
臨
一
一
流
水
「
素
心
一

あ

き

つ

む

か

し

ふ

ん

E
う

い

ま

し

秋
津
秋
鋸
新
し
。
昔
者
聞
き
つ
沿
后
を
、
今
之
見
る
士
ロ
賓
を
。

り
て
去
に
、
星
客
査
に
り
て
透
る
。

し
た
と
云
ふ

の
以
上
の
詩
に
は
長
屋
王
が
左
大
臣
と
な
っ
た
榊
亀
元
年

仙

(
七
二
四
)
二
月

即
ち
同
の
詩
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
と
み
て
よ
か
ら
う
@

諸
性
《
?
》
流
水
に
臨
み
《
群
書
類
従

結
局
の
と
こ
ろ
、

「
新
羅
の
客
を
宴
す
る
」
詩
は
、
決
定
で
き
な
い
乙
と
に
な

本
イ
》
、
素
心
静
仁
に
聞
く
)

る
。
た
だ
山
田
三
方
や
下
毛

日
の
如
き
懐
風
藻
時
代
後
期
の
前
半
に

に
封
し
て
、
大

の

す
る
詩
に
は
、

い
い
の
養
老
一
ニ
年
秋
の
宴
の
詩
が
あ
っ
た
こ
と
が

が
に
指
摘
で

沓
臆
レ

虚
レ
懐
封
一
一
林
野
「
陶
レ
性
在
一
一
間
「
欲
レ
知
一
一
敵
宴
曲
「
漏
酌
白
忘
レ
車
(
地
は

め
ぐ
み
せ
ん
く
わ
ん

是
れ
幽
居
の
宅
、
山
は
惟
れ
帝
者
の
仁
。
漉
援
な
り
石
を
侵
す
浪
、
雑
沓
す

た

う

を

ζ

乙

ろ

む

は

む

ゃ

し

な

琴
に
態
ふ
る
鱗
@
懐
を
虚
し
く
し
て
林
野
に
封
か
ひ
、
性
を
陶
ひ
て

宴
の
曲
を
知
ら
ま
く
欲
り
せ
ば
、

(
八
三
)

地
是
幽
居
宅
、

山
惟
帝
者
仁
、

混
援
侵
レ
石
浪
、

き
る
で
あ
ら
う
Q

も
し
き
う
と
す
る
な
ら
ば
、
長
屋
王
の
文
皐
サ
ロ
ン
は
、
右

大
臣
・
左
大
臣
時
代
に
湖
る
大
納
言
時
代
に
す
で
に
始
ま
っ
て
ゐ
た
も
の
と
推

定
で
き
る
ω

t乙

前
述
の
如
く
、

す

げ
習
宜
邸
の
詩
曾
の
そ
れ
は
一
首
も
残
ら
な
い
Q

懐
風
藻
撰
者
は
、
長
屋
王
を
め

長
起
王
佐
保
楼
の
詩
曾
の
詩
に
到
し
て
、
藤
原
武
利
麻
日

在
り
。

満
酌
自
ら
に

を
忘
れ
た
る
と

い
ふ
こ
と
を
)

ぐ
る
前
者
の
詩
が
比
較
的
容
易
に
集
め
ら
れ
る
朕
態
に
あ
っ
た
者
と
云
へ
る
で

つ
げ

あ
ら
う
ω

特
に
稗
道
慈
の
(
一

O
四
)
「
初
春
在
-
一
竹
渓
山
寺
一
於
ニ
長
王
宅
一
宴

追
致
レ
辞
一
首
井
序
」
の
如
き
、
か
な
り
私
的
な
も
の
も
残
る
こ
と
は

と
云
ふ
旧
和
の
詩
(
和
ポ
藤
原
太
政
遊
ニ
吉
野
川
一
之
作
と
が
あ
り
、
同
じ
く
十

一
員
韻
を
使
用
す
る
。

ま
た
高
井
度
成
の
明
和
詩
(
「
奉
レ
和
-
一
一
勝
太
政
佐
野
之

(長

作一」)、

王
と
稗
道
慈
と
の
闘
係
に
つ
い
て
は
、
注
8
参
照
)
、

然
り
と
云
へ
る
Q

し
か

外鱗。(
嵩が一、

弘
一
居
、
山
中
幽
隠
親
、
笛
浦
棲
一
見
入
琴
澗

風
前
松
響
陳
、
開
レ
仁
封
-
一
山
路
「
猟
レ
智
賞
一
一
河
津
一
(
物

遠
く
、
山
中
幽
隠
親
ぷ
。
笛
浦
丹
鳳
棲
ま
ひ
、
郡
司
淵
錦
鱗
躍
る
Q

月

後
楓
聾
落
ち
、
風
前
松
山
静
る
J

仁
を
聞
き
て
山
路
に
封
か
ひ
、
刊
号
猟
り

一
九
)

物
外
嵩

錦

し
そ
れ
と
同
時
に
、
撰
者
は
長
屋
王
系
の
出
身
で
あ
り
|
長
屋
王
は
天
武
天

皇
の
皇
孫
、
高
市
皇
子
の
子
l
、
反
近
江
朝
系
の
者
で
あ
る
、
と
云
っ
た
や
う

な
系
譜
家
系
的
或
は
政
治
的
に
こ
れ
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
封
成
で



は
や

て
河
津
径
賞
す
)

か
ら
み
て
、
持
統
紀
吾
み
た
も
の
と
思
は
れ
、
中
巨
大
島
・
紀
朝
臣
・

も
同
じ
く
十
一
員
韻
を
使
用
す
る
。

藤
原
史
の
詩
が
少
な
く
と
も
養
老
四
年

文
武
天
皇
以
下
に
停
記
が
な
い
の
は
、
注
記
の
如
く
停
記
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

(
七
二

O
)
以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
大
津
首
の
詩
は
彼
が
従
五
位
下

も
の
と
云
っ
て
よ
い
。
天
平
勝
費
三
年
の
昔
時
、
懐
風
藻
撰
者
に
は
文
武
天
皇

の
あ
た
り
、
葛
井
慶
成
の
詩
は
従
六
位
の
あ
た
り
の
官
位
の
際
に
唱
和
し
た
も

代
以
下
を
牧
め
る

紀
は
成
立
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
績
日
本
紀
は
延
暦
十

の
で
あ
ら
う
|
尤
も
藤
原
史
の
残
後
の
追
和
と
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い

六
年
二
月
(
七
九
七
)
の
成
立
に
か
か
る
が
、
そ
れ
迄
の
過
程
は
甚
だ
複

で

ー
。
何
れ
に
し
て
も
藤
原
史
を
め
ぐ
る
唱
和
詩
を
容
易
に
集
め
る
こ
と
の
で
き

ふ

さ

き

き

ま

る

に
撰
者
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
藤
原
史
は
締
前
・
宇
合
・
麻
里
の

あ
る
。
そ
の
上
表
文
の
な
か
に
、

る

位

但
初
起
-
一
文
武
天
皇
元
年
歳
次
丁
西
「
量
一
一
貫
字
元
年
酉
丁
「

ノ、

十

年

父
、
何
れ
も
懐
風
藻
に
そ
の
詩
を
残
す
。

し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
撰
者
は
藤
原

所
レ
有
奮
案
品
川
巻
、

語
多
ニ
米
塩
「

語。覇
詔
再1
部
大
輔
従
五
位
上 位

家
系
の
人
、
或
は
そ
の
配
下
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
Q

石
川
朝
臣
名
足
・
刑
部
卿
従

懐
風
藻
に
は
樽
記
を
載
せ
る
。
詩
集
に
作
者
の

や
そ
載
せ
る
こ
と
は
珍
ら

人
永
嗣
等
九
分
レ
峡
修
撰
、
以

一
前
紀
「
市
因
4
b
佃
替
案
「

元

刊

し
い
が
、

乙
れ
は
あ
た
か
も
文
選
の
詩
文
の
作
者
に
封
す
る
李
善
注
が
そ
の
侍

正
「
其
所
レ
上
者
、
唯
廿
九
巻
而
己
、
賓
字
元
年
之
紀
、
全
亡
不
レ
存
、
臣
等

記
の
役
目
を
務
め
る
の
に
等
し
い
。

た
と
へ
ば
、
冒
頭
の
班
孟
堅
(
班
固
)
の

捜
=
故
買
於
司
存
「
詞
=
前
聞
於

「
綴
一
一
叙
残
簡
「
補
ニ
絹
飲
文
一
:
:
:

雨
都
賦
に
封
し
て
、
李
善
注
は
後
漢
書
を
引
用
し
て
作
者

を
述
べ
、
ま

(
日
本
後
紀
、
桓
武
天
皇
)

た
司
馬
長
(
司
馬
相
如
)

の
子
虚
賦
に
劃
し
て
、
作
者
の
停
記
と
し
て
漢
書
を

と
み
え
、

日
本
紀
の
撰
者
の
一
人
で
な
い
限
り
は
、
文
武
天

引
用
す
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

し
か
し

の

の
前
に
は
、

乙
の

皇
以
下
の
惇
記
は
さ
う
簡
単
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
右
の
文
章
の
淡

や
う
な
完
備
し
た
文
献
資
料
が
必
ず
し
も
あ
っ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
冒
頭
の

海
コ
一
船
が
も

の
撰
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

本

纂
過
程
に
於

大
友
皇
子
・
河
島
皇
子
・
大

• 

• 

と
博
記
が

き
、
次

て
、
そ
の
資
料

韻
に
も
流
用
し
た
で
あ
ら
う
。

や
は
り
撰
者
淡
海
三
船

の
中
巨
大
島
の
項
に
「
自
レ
弦
以
降
諸
人
未
レ
得
一
一
惇
記
こ
と
あ
る
の
は
、
後
人

説
(
林
春
斎
・

-
伴
寵
醗
・
伴
信
友
・
上
田
秋
成
・

貞
幹
な
ど
)

の
注
と
み
る
よ
り
は
、
や
は
り
惇
記
資
料
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
撰
者
の
自
注
と

は
疑
は
し
い
。

み
る
べ
き
で
あ
ら
う
a

こ
れ
ら
の
侍
記
の
中
に
は
、
大
津
皇
子
の
如
く
、
語
句

懐
風
藻
の
惇
記
は
終
り
の
部
分
、
即

-
同
道
融
・
石
上
乙
麻
自
の

壊

を
め
ぐ
っ
て

五
七



懐

一ψ伊
-
め
ぐ
っ
て

五
八

三
者
に
限
っ
て
再
び
侍
記
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
前
注
と
矛
盾
す
る
|
困
み
に

記
と
し
て
改
作
し
て
加
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

即
ち
原
資
料
に
封
し
て
、
懐
風

こ
れ
ら
の
惇
記
の

は
前
述
の
惇
記
と
同
じ
く
四
言
が
中
心
を
な
し
、

藻

日
本
紀
の

ーっ
街2兄
悲マ弟
藻1開
二係
巻 I乙
」立
つ
と
み

て
よ

次
に
石
上
乙
麻
目

も
大
差
な
く
、
同
一
の
撰
者
の

に
成
る
も
の
と
云
へ
る
|
。

し
か
し
悌
家
の

の
停
記
は
、
彼
の

f失

に
み
え
る
自
停
の
中
の
資

惇
記
資
料
は
、

日
本
紀
の
梯
家
停
記
の

か
ら
眺
め
て
、
奈
良
朝
に
於
て

料
を
利
用
し
て
、
新
し
く
乙
麻
呂
惇
と
し
て

き
か
へ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

か
な
り
整
備
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
の
で
!
こ
の
貼
か
ら
み
て

を
必

思
は
れ
る
。
或
は
ま
た
想
像
を
遅
し
く
す
れ
ば
、

乙
麻
呂
の
残
年
は
前
述
の
如

ず
し

に
擬
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
!
、

た
ま
た
ま
侍
記
の
得
ら
れ
る
ま

く
懐
風
藻
成
立
の
前
年
に
嘗
り
、
そ

は
撰
者
に
と
っ
て
か
な
り
容

ま
に

に
挿
入
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

た
と
へ
ば
、

慈
の
侍
記

易
l乙

ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
|
嘗
時
と
し
て
樽
記
資
料
を
得
る
こ
と
の

』乙

し
て
、

本
紀
と
を
比
較
す
れ
ば
、

容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

日
本
紀
の
人
物
停
の
記

の
煩
簡
t乙
「よ
弦2つ
よて
h も

俗
姓
額
田
民
、
添
下

人
少
而
出
家
、

レ皐、

英

法
師
俗
姓
額
田
民
、
添
下
郡
人
也
、

知
ら
れ
る
1
0
し
か
し
何
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
侍
記
の
挿
入
は
、

材
明
悟
、
局
-
一
衆
所
v
推
、
大
貫
一
苅

性
聴
悟
、
宗
一
衆
所
v
推
、
大
費
元
年

の
諸
人
未
ピ
惇
記
を
得
、
ず
」
の
前
注
に
封
し
て
、
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
.

年
、
遺
=

「
歴
訪
ニ
明
哲
「

随
レ
使
入
唐
、
渉
ニ
覧
経
典
「
尤
精
-
一

ぺ
養
老
二
年
婦
朝
:
・
遷
ニ
造
大

尤
も
こ
れ
は
後
半
の
す
べ
て
に
一
旦
っ
て
侍
記
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
以
上
の

留
=

「
妙
通
エ

三
蔵
之
玄

一一

三
例
に
過
ぎ
ず
、
最
後
の
葛
井
賢
成
に
も
そ
の
惇
記
が
み
え
な
い
こ
と
は
、

云
々
の
自
注
の
考
へ
方
を
か

や

宗「

宮
五
明
之
微
旨
一
・
:
養
老

安
寺
於
平
城
-
・
:
卒
時
年
七
十
有
除

は
り
撰
者
は

「弦

」一

い
て
ゐ

二
年、

ニ
来
本
圏
一
:
・
時
出
ニ
京

(
績
日
本
紀
天
平
十
六
年
十
月
)

る
。
た
ま
た
ま
偶
然
二
・
三
の
資
料
が
得
ら
れ
た
た
め
に
、
以
上
の
詩
人
に
つ

い
て
惇
記
を
加
へ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
l
上
代
人
の
文
献
に
み
え
る
厳
密

「
造
一
一
大
安
寺
「
時
年
七
十
飴

性
は
一
般
に
現
代
人
の
そ
れ
よ
り
も
や
や
ゆ
る
い
と
こ
ろ
が
あ
る
|
。

こ
の
や

(
懐
風

う
に
考
へ
る
と
、

日

の
岡
史
編
纂
に
参
加
し
な
い
限
り
は
、
文
武

と
な
る
が
、
前
述
の
如
く
績
日
本
紀
の
こ
の
年
時
の
部
分
は
懐
風
韻
成
立
時
に

代
以
降
の
資
料
は
さ
う
た
や
す
く
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
へ
て
よ

は
未
撰
で
あ
り
、

棋
の

は

本
紀
の
;

を
見
た
筈
は
な
い
。
恐
ら

か
ら
う
。
撰
者
が

の
前
の
部
分
に

つ
い
て
、

日

同
じ
く
持
統

く

の
道

却
の
も
と
に
な
る
諸
資
料

て、

は
こ
れ
を
惇

紀
あ
た
り
で

一

記
を
打
切
っ
た
の
も
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
撰
者
は



日
本
紀
編
纂
に
は
無
闘
係
の
人
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。

の

け
取
っ
て
よ
い
。
し
か
し
こ
乙
で
は
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
撰
者
推
定
の
可
能

「
韻
」
は
石
上
乙
麻
呂
の
「
街
悲
藻
」
の
「
藻
」
に
直
接
の
暗
示
を
得
た
も
の

範

、
そ
の
限
界
を
種
々
の
側
か
ら
追
求
す
る
こ
と
に
満
足
す
る
よ
り
ほ
か
は

で
あ
ら
う
が
i
陪
・
唐
の
詩
集
名
に
「
藻
」
を
用
ゐ
た
も
の
は
見
首
ら
な
い
|

Pι

弘、・
9

令
J
'
B
L
V

乙
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
撰
の
詩
集
で
あ
る
。
薄
官
の
彼
と
し
て
採
詩
・
惇
記
な

ど
最
大
の
努
力
を
し
た
跡
が
み
ら
れ
る
が
、

や
は
り
薄
官
の
悲
し
さ
、
そ
の
努

八
注
V

力
は
最
大
限
に
満
た
さ
れ
た
と
は
云
へ
な
い
。
御
製
は
文
武
天
皇
ま
で
で
留
ま

6 

前
著
、
第
六
篇
第
一
章
白

ω
「
長
屋
王
詩
苑
」
参
照
。

る
Q

ま
た
天
平
十
年
秋
七
月
「
各
春
意
を
賦
し
て
栴
樹
を
詠
ず
べ
き
」
勅
を
受

7 

鈴
木
靖
氏
「
養
老
の
日

(
「
園
事
院
雑
誌
」
第
六
八
巻
四
暁
)

け
て
、
梅
の
詩
を
も
の
し
た
文
人
三
十
名
の
詩
も
一
切
載
せ
な
い
。

乙
れ
は
や

参
照
。

は
り
撰
者
の
採
詩
し
得
る
能
力
範

が
限
ら
れ
て
ゐ
た
た
め
で
あ
る
。

乙
乙
で

8 

井
上

氏
「
道
慈
」

(
「
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
」
所
政
)
参
照
。

再
び
そ
の
序
文
の
一
節
、

ー
大
阪
市
立
大
学
教
授
|

で
て
透
か
に
憶
ひ
、
涙
の
法
然
ふ
こ
と
を
畳
ら
ず
。
縛
藻

む
伝

ね
、
風
撃
の
空
し
く
墜
ち
な
む
こ
と
ぞ
惜
し
む
。
遂
に
乃
ち
魯

め
、
秦
灰
の
逸
文
を
綜
ぷ
。

ぢ

て芳
趨宮題
カ〉
と t乙

壁
の

者
の
歎
き
も
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
採
取
し
得

ぴ し lま し 本、
Tこ 百 Tこ E整

JL' 
。
ふ
。
曾

よ 曾 t乙 享 顧
り 員 及 年 問
ご ば 九 で
冥 同 ず 十 あ
福
、 、

才 る
を あ

。
新

析 世 ら 先 村
り 事己 ゆ 生 出
上 t乙 る t乙 先
げ お I函 lま 生
ま よ で

、 7J;' 
す ぷ 多

、
。
先 大 ;¥、

生 の 月
の 恩 始 十
と 恵 の 七
生 を 頃 日

涯
L 、か 逝
Tこ ら 去

を
Tご
、
さ

し き ，堅 れ
の ま j恩 ま

を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
裏
に
収
集
し
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
封
す
る
撰

た
古
人
の
詩
に
封
し
て
は
、

こ
れ
を
手
で
「
撫
で
」
、
悲
喜
の
涙
の
留
ま
る
の
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

懐
風
藻
の

に
つ
い
て
種
々
の
面
か
ら
考
察
を
加
へ
た
が
、
依
然
と
し
て

そ
れ
は
未
詳
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
も
そ
の
序
文
に
撰
者
の
感

の
哀
感
が
如
買
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
彼
の
心
と
し
て
受

懐
風

を
め
ぐ
っ
て

五
九



葉

片

々

六
O

葉
片
々

し
で
あ
り
、
そ
の
ナ
ラ
シ
ノ
ヲ
カ
は
そ
の
欣
で
は
フ
ル
サ
ト
ノ
ナ
ラ
シ
ノ
ヲ
カ

と
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
『
乙
の
フ
ル
サ
ト
が
明
日
香
な
る
べ
き
こ
と
は
、
当
時

磐

の

ぎ
と
明
日
香
の

ぎ

の
慣
用
か
ら
言
っ
て
も
、

(
一
五

O
六
)

の
成
立
の

か

つ
で
も
、

か
ぬ
所
で
あ
る
』
と
す
る
考
え
万
に
も
と
づ
く
も
の
ら
し
い
。

し

山

田

ヨム

通

ナ
ラ
シ
ノ
ヲ
カ
と
詠
み
あ
わ
し
て
あ
る
と
い
う
一
四
六
六
歌
「
神
名
火
の

の
社
の
ほ
と
と
ぎ
す
毛
無
乃
岳
に
何
時
か
来
鳴
か
む
」
の
毛
無
の
岳
は
、
津
鴻

JI、
t乙

久
孝
氏
が
注
釈
の
中
で
春
日
政
治
民
の
説
を
ひ
か
れ
た
よ
う
に
、

①
 

ヲ
カ
」
と
訓
む
べ
き
で
、

「
ケ
ナ
シ
ノ

神
名
火
の
伊
波
瀬
の
杜
の
呼
子
鳥
い
た
く
な
鳴
き
そ
わ
が
恋
ま
さ
る

「
ナ
ラ
シ
ノ
ヲ
カ
」
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の

(
一
四
一
九
)

歌
の
伊
波
瀬
を
明
日
香
に
も
っ
て
ゆ
く
土
屋
民

は
ゆ
ら
い
で
く
る
わ
け

が
あ
る
。

こ
の
磐

の
社
に
つ
い
て
は
大
和
志
に

在
エ
神
南
東

で
、
通
説
の
竜
田
付
近
説
も
誤
り
と
は
一
言
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

しー

と
明
確
に
言
っ
て
い
る
の
で
、
も
は
や
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え

然
し
こ
れ
ら
の
諸
説
が
大
ま
か
に
高
市
郡
と
か
城
上
郡
と
か
言
う
だ
け
で
、

て
い
た
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の

の
頭
註
を
見
る
と
、

「
諸
説
が

高
市
郡
の
ど
乙
と
指
し
て
い
わ
な
い
の
は
少
し
物
足
ら
な
い
。
従
っ
て
私
は
大

あ
り
、

と
し
て
い
る
の
で
、
手
元
の
二
、
一
二
の

を
あ
た
っ
て

和
志
が
明
白
に
車
瀬
と
言
っ
て
い
る
態
度
を
尊
重
す
る
し
、
私
の
見
聞
の
範
囲

み
た
。
奥
野
健
治
民
の
「
寓
葉
大
和
志
考
」
は
詳
し
く
、
冠
辞
考
、
略
解
で
は

か
ら
も
乙
の
説
に
従
う
の
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
磐
瀬
の
杜
を
城
一
上
郡
と
し
、
目
安
補
正
と
寓
葉
集
辞
典
は
高
市
郡
と
し
、

平
群
川
が
竜
田
川
と
呼
ば
れ
る
あ
た
り
で
そ
の
流
れ
は
、

の

竜
田
名
勝
志
や
大
和
志
料
は
竜
田
本
社
の
南
大
和
川
の
北
岸
と
す
る
ら
し
い
の

の
三
室
山
の

ぞ
廻
流
す
る
が
、
そ
こ
の
川
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堰
を
距

で
、
大
系
本
が
諸
説
あ
り
と
す
る
の
も
肯
げ
る
の
で
あ
る
。
然
し
土
屋
文
明
氏

て
て
二
つ
の
岩
群
が
点
在
す
る
。
上
の
瀬
の
方
を
ゴ
へ
イ
岩
と
呼
ん
で
お
り
、

は
私
注
で
『
近
来
の
諸
注
に
此
所
の
カ
ム
ナ
ピ
を
竜
田
と
し
、

イ
ハ
セ
を
其
の

現
在
で
も
正
月
の
頭
屋
渡
し
の

の
前
に
、
新
し
く
頭
屋
に
な
る
付
近
の
村

近
傍
に
探
し
て
居
る
の
は
誤
で
あ
る
』
と
は
っ
き
り
と
言
い
切
ら
れ
た
。
そ
し

人
達
は
、

こ
の
岩
に
来
て
水
襖
ぎ
す
る
習
わ
し
ゃ
そ
伝
え
て
い
る
。
ゴ
ヘ
イ
岩
は

て
そ
の
理
由
に
イ
ハ
セ
ノ
モ
リ
は
一
五

O
六
歌
で
は
ナ
ラ
シ
ノ
ヲ
カ
と
詠
み
合

恐
ら
く
御
幣
岩
で
あ
ろ
う
が
、
神
の
溜
り
ま
し
で
あ
る
御
幣
を
こ
の
岩
に
も
ち



出
し
て
、
そ
の
下
で
水
垢

と
っ
た
こ
と
に
よ
る
名
前
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
山
来
る
で
あ
ろ
う
。

叉
同
じ
く
一
ム
諸
の
神
が
帯

れ
る
J

そ
し
て
こ
の
御
幣
岩
付
近
を
指
し
て
磐

と
呼
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ

に
し
た
明
日
香
川
に
も
模
場
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
高
葉
集
巻
四
に
、

/I、

る
み
屯
田
考
に

『
今
の
竜
田
川
の
川
下
真
の

の
三
室
の
山
本
に
係
る
と

代
女
王
が
天
皇
に
献
っ
た
歌
と
し
て
「
君
に
よ
り
言
の
繁
き
を
古
郷
の
明
日
香

こ
ろ
、
川
の
東
傍
に
松
の
老
木
ど
も
村
立
残
れ
る
森
を
今
も
土
人
普
く
岩
瀬
ノ

の
河
に
隈
し
に
ゆ
く
」
(
六
二
六
)
の
歌
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
得
ら
れ
る

杜
と
呼
な
る
』
と
言
っ
て
い
る
森
は
、
現
在
も
こ
の
岩
瀬
の
場
所
か
ら
東
北
五

な
い
所
に
、
も
う
森
と
は
呼
べ
な
い
二
本
の
老
松
と
一
本
の
若
松

で
あ
ろ
う
。
棋
の
場
所
は
任
意
的
に
選
ば
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
一
定
の

十
米
と

場
所
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
竜
田
川
の
岩
瀬
の
岩
群
の
所
が
現

の
姿
で
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
森
は
竜
田
考
で
は
『
土
人
普
く
岩
瀬
ノ
杜

在
も
そ
れ
で
あ
る
よ
う
に
、
明
日
香
川
の
場
合
も
、
岩
群
が
も
っ
マ
ジ
カ
ル
な

と
呼
な
る
』
と
言
っ
て
い
る
が
、
今
で
は
シ
ョ
ウ
ダ
ノ
モ
リ
の
万
が
通
称
の
よ

性
格
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
所
が
棋
の
場
所
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

う
で
あ
る
。

シ
ョ
ウ
ダ
ノ
モ
リ
は
文
字
で
は
塩
田
の
森
と

⑦
 

の
意
味
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
現
在
乙
の
杜
に
は
神
嗣
は
な
く
半
世
紀
ぐ
ら
い

と
い
う
が
、
そ

浦
の
少
し
上
手
で
目
に
つ
き
易
い
岩
礁
の
と
こ
ろ
が
、
明
日
香
川
で
は
落
差
も

あ
り
急
端
を
な
す
所
な
の
で
、
艇
の
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
所
の
よ
う
に
思
わ
れ

す
る
記
事
に
「
京
域
の
者
老
の
男
女
、
皆
臨
み
て
橋
の
西
に

る
。
書
紀
持
統
天
皇
元
年
八
月
丁
西
の
条
の
、
天
武
天
皇
の
墳
宮
のる
」
と
橋
の
t乙

前
に
付
近
の
白
山
神
社
に
合
杷
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

乙
の

の
社
の
対
岸
が
神
南
備
の
つ
一
室
山
で
あ
り
、
そ
の
東
腹
に
こ
の
三

室
山
を
神
体
山
と
し
た
ら
し
い
神
岳
神
社
の
鎮
ま
り
ま
す
こ
と
は
、

そ
の
前

西
の
所
を
限
定
し
た
の
は
、
単
な
る

の
西
で
は
な
く
、
叉
そ
の
働
突
者
が
老

や

三
諸
の
神
の

「
三
諸
の
神
の
帯
ば
せ
る
泊
瀬
河
」

(
9
・
一
七

帯
に
せ
る

明
日
香
之
河

人
ば
か
り
で
あ
る
点
か
ら
も
、

乙
の
岩
群
の
所
に
水
垢

と
り
、
亡
き
天
皇

を
流
れ
る
竜
田
川
は
「
甘
南
備
の

の
」
(
時
二
ニ
ニ
ニ
七
)

の
慎
福
を
祈
っ
た
も
の
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
も
し
こ
の
岩
群
の
所
が

七
O
)
な
ど
と
同
じ
く
神
の
帯
ば
せ
る
川
と
言
え
る
し
、
そ
の
川
中
の
岩
群
の

私
見
の
よ
う
に

の
場
所
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
棋
と
関
連
す
る
明
日

所
は
恐
ら
く
三
室
山
祭
把
と
関
係
あ
る
神
聖
な
場
所
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

①
 

に
対
し
て
も
泊
瀬
川
の

そ

香
の
「
甘
南
備
の
三
諸
の
」
山
は
、
左
岸
の
い
わ
ゆ
る
甘
南
備
山
と
考
え
た
方

し
て
同
様
な

がコ一

で
行
な
わ
れ
て
い

が
、
諸
国
の

の
山
容
か
ら
し
て
も
、
飛
鳥
で
は
こ
の
甘
備
山
が
明
日

師
綾
糟
ら
が
「

た
ら
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
は
、

の
削
船
に
下
り
て
、
三
諸
岳
に
面
ひ
て
口
す
す
ぎ
し
て
盟

皇
十
年
二
月
の
条
に
、
蝦
夷
の
魁

番
河
と
関
連
す
る
以
上
一
番
ふ
さ
わ
し
い
山
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

高

片

々

六一



高

葉

片

々

八
註
V
① 

の
訓
」

」
第
十
七

「
『
毛
無
乃
岳
』

① 

塩
田
が
祭
把
と

係
の
あ
る
地
名
ら
し
い
乙
と
は
、
兵
庫
県
の
有
馬
郡

に
は
塩
田
八
幡
宮
が
あ
る
し
、

郡
の
式
社
朝
来
石
部
神
社
の
社
地
を
一

説
で
は
磯
部
圧
塩
田
村
に
当
て
て
い
る
し
、

同
じ
兵

県
の
淡
路
三
原
郡
倭

文
村
庄
田
に
は
倭
文
八
幡
宮
が
あ
る
し
、
福
島
県
相
馬
郡
山
上
村
の
南
嶺
塩

手
森
に
は
手
長
明
神
を
祭
る
と
云
う
し
、
宮
城
県
名
取
郡
の
式
社
佐
具
叡
神

社
は
笠
島
に
近
い
塩
手
に
あ
る
と
云
う
。

九
州
で
は
和
名
抄
肥
前
国

津

塩
田

に
当
る
塩
田
村
の
丹
生
明
神
は
、
一
二
代

貞
観
一
二
年
授
位
の
神
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
叉
塩
田
の
地
名
が
川
沿
い
の
地
名
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と

は
、
先
の
和
名
抄
の
塩
田
郷
に
は
塩
田
川
が
あ
る
し
、

信
州
小
県
郡
に
も
同

名
の
川
が
あ
り
、
神
社
の
所
で
抜
か
し
た
が
小
県
郡
の
式
社
塩
野
神
社
は
こ

の
地
の
塩
田
に
考
ら
れ
て
い
る
。

き
て
塩
田
の
河
辺
地
名
で
あ
る
が
、
兵
庫

県
神
崎
郡
の
塩
田
は
夢
前
川
左
岸
で
あ
る
し
、
三

県
萱
志
郡
七
栗
村
荘
田

は
地
名
辞
書
に

出
川
に
合
す
』
と
あ
り
、
岡
山
県

『
西
は
磐
梨
郡
周
匝
駅
と
一
水
隔
て
て
相
望

『
長
野
川
此
に
至
り
、

和
気
郡
塩
田
は
同
じ
く
辞
害
に

む
』
と
あ
り
、
同
じ
岡
山
県
新
見
市
の
正
田
は
皇
太
子
妃
正
田
美
智
子
さ
ん

の
出
生
地
で
あ
る
が
、
高
梁
川
左
岸
に
沿
う
。
和
名
抄
相
模
国
高
座
郡
塩
田

郷
も
相
模
大
河
に
沿
う
地
名
ら
し
い
が
、

確
か
な
乙
と
は
解
ら
ず
、

其
の
他

福
島
県
石
川
郡
に
堀
田
が
あ
り
、

山
口
県
熊
毛
郡
に
も
見
れ
る
が
詳
し
い
こ

六一一

と
は
わ
か
ら
な
い
。

塩
田
、
庄
田
、

正
固
な
ど
全
て
宛
字
で
あ
ろ
う
か
ら
、

そ
の
他
の
宛
字
勝
田
な
ど
を
精
査
す
れ
ば
、
も
っ
と
こ
の

例
は
増
加
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
Q

① 

式
社
神
岳
神
社
が
普
通
神
社
が
南
面
す
る
よ
う
に
は
南
面
せ
ず
、
岩
瀬

の

こ
の
地
と
無
関
係
で
な
い
こ
と
を

場
の
方
向
に
向
っ
て
い
る
こ
と
も
、

物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
Q

④ 

の
膜
場
な
ど
は
山
中
の
こ
う
し
た
急
消
爆
布
の
地
が
選
ば
れ
て

修
験

、}
0

・u
・
4

お

員宅

び

前
号
・

「
高
葉
」
六
十
四
号
は
、
印
刷
所
の
手
違
ひ
に
よ
っ
て
、
乱

丁
の
も
の
が
一
部
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に
出
て
し
ま
ひ
ま
し
た
Q

そ
の
数
は
、

約
二
・
一
二
十
聞
と
推
定
し
て
を
り
ま
す
が
、
も
し
、

お
手
持
ち
の
も
の

で
乱
丁
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、

ご
住
所
・
ご
民
名

ご
面
倒
な
が
ら
、

明
記
の
上
、
乱
丁
の
本
誌
と
と
も
に
学
会
本
部
ま
で
お
送
り
下
さ
い
Q

早
速
お
と
り
か
へ
致
し
ま
す
Q

不
行
届
き
で
ご
迷
惑
在
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詑
ぴ
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
以
上
よ
ろ
し
く
お
ね
が
ひ

致
し
ま
す
。



塁塁

日

編

輯

後

記

一

本
蹴
に
は
、
市
中
小
川
ん
彦
・
一
阿
木
・
孝
次
郎
・
阿
山
一

氏
・
小
山
道
之
・
山
川
弘
通
各
氏
の
力
作
号
出
向
誠
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
確
信
に
み
ら
た
樹
れ

の
万
法
と
態
版
に
よ
っ
て
貰
か
れ
て
を
り
、
ト
ぃ
代
交

感
研
究
の
多
彩
な
泌
を
一
不
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
ヘ

て
ゐ
る
。
し
か
も
、
各
論
に
共
通
し
て
ふ
ま
へ
ら
れ

て
ゐ
る
の
は
、

MM
街
な
賀
誠
、
川
崎
ハ
ベ
パ
説
へ
の
執

粁
で
あ
る
。
新
論
文
が
な
げ
か
け
て
ゐ
る
多
く
の
問

題
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
も
真
剣
な
愉

A
や
つ
や
つ
け

て
行
き
た
い
。

さ
て
、
別
同
に
縦
約
し
た
と
と
く
、
本
叩
ぃ
恨
の
本
い
い

岡
大
命
問
は
、
十
月
九
・
十
・
十
一
日
の
一
一
.
日
間
、
九

州
大
唱
を
山
中
心
に
行
は
れ
、
研
究
費
表
曾
・
公
開
講

演
曾
・
研
究
旅
行
と
も
に
盛
合
同
で
あ
っ
た
。
高
蹴
の

準
備
か
ら
開
催
ま
で
、
両
倒
な
仕
事
を
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
困
滑
に
掲
即
し
て
い
た
だ
い
た
九
州
大
槻

闘
文
核
研
究
家
の
諸
先
生
に
、
衷
心
よ
り
お
澗
を
申

し
上
げ
た
い
。

な
ほ
、
来
年
度
の
大
曾
は
、
静
岡
で
行
は
れ
る
こ

と
が
内
定
し
て
ゐ
る
。
勝
景
に
富
む
静
岡
で
の
活
溌

な
討
議
の
た
め
に
、
命
闘
員
諸
民
の
一
司
の
ご
精

お
祈
り
す
る
。

興リ

一
、
本
合
円
は
寓
葉
市
台
と
栴
す
る
。

一
、
高
薬
研
究
者
、
愛
好
者
は
設
で
も
巾
込
み
に
よ

っ
て
合
同
民
と
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
合
員
の
研
究
夜
来
機
閥
誌
と
し
て
不
刊
「
高
葉
」

守
護
行
す
る
。

一
、
本
曾
は
随
時
、
南
葉
に
闘
す
る
見
弔
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
遊
表
命
問
、
講
習
合
、
講
出
合
問
、

闘
童
日
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
舎
民
は
、
却
額
六
百
固
の
曾
質
(
芯
代
を
合
h
U
)

ぞ
年
度
内
に
納
入
す
る
。

一
、
木
曾
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

閥
西
大
唱
文
間
半
部
同
文
曜
研
究
車
内

に
お
い
て
行
な
ふ
。

投

規

F晶司

よ己

一
、
投
稿
資
格
は
曾
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研

一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
は
十
枚
以

内
)
。
は
一
切
返
却
し
な
い
。

部
に
一
任
の
こ
と
。

採
否
決
定
は

を

の
に
は
本
誌
一
一
一
部
を

抜

の

作

製

(

賞

費

執

筆

負

欄

)

じ
め
希
望
の
あ
る
場
合
に
る
。

呈
す
る
。

は
あ
ら
か

を
も
っ
て
「
商
業
」
も
六
十
五
挽
と
だ
っ

た
。
ま
だ
若
い
離
合
同
で
あ
り
、
研
究
誌
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
の
使
命
は
ま
だ
ま
だ
多
く
が
略

さ
れ
て
を
り
、
こ
れ
か
ら
が
本
格
的
展
開
を
は
じ
め

る
時
則
と
ar

パ
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
合
同
H
H
諸
子
と
川

様
、
合
円
の
運
航
刊
に
あ
た
る
小
生
ら
も
、
常
に
山
山
山
以
ル
-

あ
ら
た
に
す
る
の
だ
が
、
い
つ
も
一
政
を
な
や
ま
さ
れ

る
の
が
舎
費
の
滞
納
で
あ
る
。
本
市
合
同
の
食
費
は
:
・

十
八
年
版
よ
り
料
開
で
あ
る
。
命
同
民
諸
子
に
お
ね
が

ひ
す
る
。
阿
倒
な
雑
務
だ
が
、
送
金
を
忘
れ
た
ま
、
山

な
。
近
出
の
伯
上
り
は
ひ
ど
い
。
合
同
費
の
値
上
げ
す
仰

す
こ
し
で
も
お
く
ら
せ
る
た
め
に
、
充
賞
し
た
桂
川
以

ぞ
っ
。
つ
け
る
た
め
に
、
滞
納
及
び
合
同
費
切
れ
の
合
は

は
、
早
急
に
納
入
の
手
a

き
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

昭
和
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二
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昭
和
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十
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